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2 月 11日に開
催された天塩町

スキー大会。

今年は羽幌のチ
ームも参戦！

42名の参加者が
タイムを競いま

した！

同じ旗門設定の 2コースを 1回ずつ滑走して、
合計タイムを競います。

今回のルール

スタッフをはじめご協力いただいた皆さんも本当にお疲れ様でした！

競技中は天候に恵まれ、ゲレンデの状態も良好！
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天
塩
町
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
０
１
６
３
２
（
９
）
７
７
６
７

農
業
委
員
を
募
集
し
ま
す

　

次
の
と
お
り
農
業
委
員
会
の
委
員

「
農
業
委
員
」
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
内
容

《
募
集
人
数
》
11
人
※
う
ち
中
立
委
員

１
人
を
含
む

《
任
期
》
令
和
８
年
７
月
20
日
～
令
和

11
年
７
月
19
日
（
３
年
間
）

《
主
な
業
務
内
容
》

⑴
農
業
委
員
会
の
総
会
（
毎
月
開
催
）

に
お
け
る
農
地
の
権
利
移
動
や
転
用
に

係
る
許
可
等
の
審
議
及
び
こ
れ
ら
に
関

連
す
る
現
地
調
査

⑵
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
（
担
い
手

へ
の
農
地
利
用
の
集
積
・
集
約
化
、
遊

休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
、
新
規
参

入
の
促
進
）

⑶
農
業
者
か
ら
の
相
談
対
応
及
び
農
業

者
へ
の
助
言
指
導

《
被
推
薦
者
及
び
応
募
者
の
資
格
》
農

地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
に
関
す

る
事
項
そ
の
他
の
農
業
委
員
会
の
所
掌

に
属
す
る
事
項
に
関
し
、
そ
の
職
務
を

行
う
意
欲
の
あ
る
方
。

《
推
薦
及
び
応
募
の
方
法
》
所
定
の
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
持

参
又
は
郵
送
に
よ
り
、
農
業
委
員
会
ま

た
は
雄
信
内
支
所
ま
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

《
受
付
期
間
》
３
月
２
日
（
月
）
～
３

月
31
日
（
火
）

《
募
集
案
内
及
び
申
込
書
の
入
手
》
募

集
案
内
及
び
申
込
書
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ

か
、
農
業
委
員
会
ま
た
は
雄
信
内
支
所

の
窓
口
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

《
情
報
の
公
表
》
法
令
に
基
づ
き
、
受

付
期
間
終
了
後
に
申
込
者
等
に
関
す
る

氏
名
等（
住
所
を
除
く
）の
情
報
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
及
び
天
塩
町
掲
示
板
で
公
表

し
ま
す
。

《
選
任
方
法
》
農
業
委
員
候
補
者
は
、

町
長
が
選
任
議
案
を
作
成
し
、
議
会
の

同
意
を
得
た
後
、
町
長
か
ら
任
命
さ
れ

ま
す
。

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー

の
募
集
に
つ
い
て

　

留
萌
開
発
建
設
部
で
は
、
河
川
に
関

す
る
情
報
提
供
な
ど
を
し
て
い
た
だ
く

「
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
」
を
募
集
し
ま

す
。こ
の
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
制
度
は
、

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
と
の
連
携
を
さ
ら

に
深
め
、
適
正
な
河
川
利
用
や
河
川
環

境
を
維
持
し
、
併
せ
て
河
川
愛
護
思
想

を
普
及
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の

で
す
。

■
募
集
要
項

《
応
募
資
格
》
満
18
歳
以
上
の
健
康
な

方
で
、
モ
ニ
タ
ー
区
間
か
ら
お
お
む
ね

５
ｋ
ｍ
以
内
に
居
住
さ
れ
、
河
川
に
接

す
る
機
会
が
多
く
、
河
川
愛
護
に
関
心

の
あ
る
方

《
活
動
内
容
》
毎
月
１
回
程
度
、
モ
ニ

タ
ー
区
間
の
河
川
に
関
し
て
、
河
川
の

利
用
、
河
川
の
環
境
等
の
河
川
に
関
す

る
情
報
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

《
モ
ニ
タ
ー
区
間
》
天
塩
川
：
天
塩
町

天
塩
川
河
口
か
ら
（
下
流
）
天
塩
町
天

塩
川
河
川
公
園
北
端
ま
で

《
募
集
人
員
》
１
名

《
任
期
》
５
月
１
日
（
金
）
～
10
月
31

日
（
土
）

《
報
酬
》
４
，０
０
０
円
／
月

《
応
募
方
法
》
ハ
ガ
キ
又
は
任
意
の
用

紙
に
次
の
①
～
⑥
を
記
載
の
上
、
応
募

先
ま
で
郵
送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
応
募
願

い
ま
す
。
メ
ー
ル
に
よ
り
応
募
す
る
場

合
は
、
次
の
①
か
ら
⑥
を
記
載
の
上
、

応
募
先
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
宛
に
送
信
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
記
載
い
た
だ
い

た
個
人
情
報
は
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
の

選
考
及
び
選
考
結
果
の
通
知
に
使
用

し
、
そ
れ
以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

①
氏
名
・
生
年
月
日

②
住
所
・
電
話
番
号

③
職
業
（
※
公
務
員
の
方
は
応
募
で

き
ま
せ
ん
）

④
活
動
を
希
望
さ
れ
る
モ
ニ
タ
ー
区

間
（
河
川
名
）

⑤
自
治
会
（
町
内
会
）
等
の
地
域
に

密
着
さ
れ
た
活
動
を
さ
れ
て
い
る
方

は
、
会
の
名
称
と
役
職

⑥
そ
の
他
応
募
理
由
、
河
川
へ
の
感

想
等
あ
れ
ば
記
載
く
だ
さ
い
。

《
募
集
締
切
》
３
月
16
日
（
月
）
※
必
着

《
選
考
方
法
》
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、

自
治
会
等
の
地
域
に
密
着
し
た
活
動
に

参
加
さ
れ
て
い
る
方
を
優
先
と
し
、
留

萌
開
発
建
設
部
の
選
考
に
よ
り
決
定
し

ま
す
。
選
考
結
果
は
、
応
募
者
に
通
知

し
ま
す
。

◆
応
募
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

留
萌
開
発
建
設
部
公
物
管
理
課

〒
０
７
７
‐
８
５
０
１
留
萌
市
寿
町

１
丁
目
68
番
地

☎
０
１
６
４
（
４
２
）
２
３
１
５
内

線
３
４
８

℻  
０
１
６
４
（
４
２
）
２
３
３
５

✉hkd-rm
-kasenaigo@

gxb.
m

lit.go.jp

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

運
営
協
議
会
委
員
募
集

■
運
営
協
議
会
委
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

で
は
、
住
民
の
皆
様
の
代
表
と
し
て
、

制
度
の
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項
を
審

議
し
て
い
た
だ
く
運
営
協
議
会
委
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

《
応
募
資
格
》
道
内
在
住
の
満
18
歳
以

上
の
方
（
た
だ
し
、
議
員
や
公
務
員
等

を
除
く
）

《
募
集
人
数
》
５
名

《
任
期
》
令
和
８
年
７
月
か
ら
２
年
間

（
開
催
は
年
２
回
を
予
定
し
て
い
ま
す
）

《
応
募
方
法
》
北
海
道
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
及
び
市
区
町
村
窓
口
に
あ

る
応
募
要
領
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

《
応
募
締
切
》
４
月
30
日
（
木
）

《
選
考
》
選
考
委
員
会
を
設
置
し
、
提

出
さ
れ
た
小
論
文
等
に
よ
り
総
合
的
に
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■
国
税
の
納
付
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

納
付
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　

国
税
の
納
付
に
は
様
々
な
方
法
が
あ

り
ま
す
が
、
中
で
も
、
以
下
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
納
付
は
、
簡
単
・
便
利
に
納

付
が
で
き
ま
す
の
で
、
是
非
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

税

務

署

か

ら

の

お

知

ら

せ

委
員
を
選
考
し
ま
す
。

《
報
酬
な
ど
》
１
日
に
つ
き
５
，０
０
０

円
の
報
酬
と
旅
費
を
支
給
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

〒
０
６
０
‐０
０
６
２　

札
幌
市
中
央

区
南
２
条
西
14
丁
目　

国
保
会
館
６
階

☎
０
１
１
（
２
９
０
）
５
６
０
１

財

務

専

門

官

採

用

試

験

　

財
務
省
北
海
道
財
務
局
で
は
、財
政
・

金
融
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て

活
躍
す
る
財
務
専
門
官
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

《
受
験
資
格
》

⑴
１
９
９
６
（
平
成
８
）
年
４
月
２
日

か
ら
２
０
０
５
（
平
成
17
）
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
者

⑵
２
０
０
５
（
平
成
17
）
年
４
月
２
日

以
降
生
ま
れ
の
者
で
次
に
掲
げ
る
者

①
大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び

２
０
２
７
（
令
和
９
）
年
３
月
ま
で

に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者 

②
短
期
大
学
又
は
高
等
専
門
学
校
を

卒
業
し
た
者
及
び
２
０
２
７
（
令
和

９
）
年
３
月
ま
で
に
短
期
大
学
又
は

高
等
専
門
学
校
を
卒
業
す
る
見
込
み

の
者

《
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
受
付
期
間
》

２
月
19
日（
木
）９
時
～
３
月
23
日（
月
）

〔
受
信
有
効
〕

・
申
込
専
用
ア
ド
レ
ス
：https://

w
w

w
.jinji-shiken.go.jp/juken.

htm
l

《
第
１
次
試
験
》
５
月
24
日
（
日
）

《
第
１
次
試
験
合
格
者
発
表
日
》
６
月

16
日
（
火
）
９
時

《
第
２
次
試
験
》
７
月
２
日
（
木
）
～

７
月
７
日
（
火
）
の
う
ち
第
１
次
試
験

合
格
通
知
書
で
指
定
す
る
日

《
最
終
合
格
者
発
表
日
》８
月
12
日（
水
）

９
時

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

財
務
省
北
海
道
財
務
局
人
事
課
人
事
係

☎
０
１
１
（
７
０
９
）
２
３
１
１　

内

線
４
２
５
２

　3 月は寒さも峠を越え、しだいに春の暖かさを感じ
られる季節となります。冬から春先にかけてはなだれ
や屋根からの落雪による事故が発生しやすい時期で
す。なだれには主に「表層なだれ」と「全層なだれ」
の２種類があります。表層なだれは、新しく積もった
雪が古い雪の上を滑り落ちるもので、寒い時期や大雪
の降った後に発生しやすい形態です。全層なだれは、
地面に積もっている雪全体が滑り落ちてくるもので、
気温が上がる春先に多く見られます。それぞれ「大雪」
や「気温上昇」といった気象現象により発生リスクが
高くなるので、気象台では、24 時間降雪量や日平均
気温をもとに、なだれが発生しやすい気象状況が予想

なだれや落雪に注意しましょう

される場合には「なだれ注意報」を発表して、なだれ
災害への注意を呼びかけています。
　なだれ災害から身を守るために、どんな場所でどん
な時に発生しやすいか知っておくとともに、登山やス
キーなどのレジャーの際には、急な斜面などの危険な
場所には近づかないようにしましょう。また、大雪が
降った後や、穏やかに晴れて気温が上がる日は、雪が
滑りやすくなるため、雪下ろし中の転落や、屋根から
の落雪による事故が起こりやすくなります。最新の天
気予報や防災気象情報を利用して、なだれや落雪など
の災害・事故に遭わないようにしましょう。

◆お問い合わせ先◆
旭川地方気象台
☎０１６６（３２）７１０２
https://www.data.jma.go.jp/
asahikawa/index.html



5

ほ
く
で
ん
Ｎ
Ｗ

か
ら
の
お
知
ら
せ

カ
フ
ェTe to Te+

ス
タ
ッ
フ
募
集

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
を
利
用
す
れ

ば
、
確
定
申
告
期
等
の
窓
口
が
混
雑
す

る
時
期
に
、
金
融
機
関
や
税
務
署
に
出

向
く
こ
と
な
く
、
自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
で

納
付
が
で
き
ま
す
。

《
振
替
納
税
》
事
前
に
税
務
署
又
は
金

融
機
関
に
振
替
納
税
の
申
込
を
す
る
こ

と
で
、
毎
年
の
確
定
申
告
等
に
係
る
国

税
を
口
座
引
落
に
よ
り
納
付
す
る
方
法

で
す
。
振
替
日
に
預
貯
金
口
座
か
ら
自

動
的
に
納
付
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
一

度
届
出
を
行
え
ば
継
続
し
て
ご
利
用
が

可
能
で
す
。

《
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
》
パ
ソ
コ

ン
・
ス
マ
ホ
等
か
ら
、「
国
税
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
お
支
払
サ
イ
ト
」
に
ア
ク
セ

ス
し
、
必
要
事
項
を
入
力
す
る
だ
け
で

納
付
が
で
き
、
事
前
の
届
出
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。
な
お
、
納
付
税
額
に
応
じ

た
決
済
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。

《
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
等
》

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
口
座
や

Ａ
Ｔ
Ｍ
等
に
よ
り
納
付
す
る
方
法
で

す
。
な
お
、
ご
利
用
に
当
た
っ
て
は
、

事
前
に
税
務
署
に e-Tax

の
利
用
開

始
手
続
き
を
行
っ
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

《
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
》
事
前
に
税
務
署

に
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
の
申
込
を
す
る
こ

と
で
、e-Tax

か
ら
簡
単
な
方
法
で
口

座
引
落
に
よ
り
納
付
す
る
方
法
で
す
。

な
お
、
ご
利
用
に
当
た
っ
て
は
、
事
前

に
税
務
署
にe-Tax

の
利
用
開
始
手

続
き
を
行
っ
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り

■
電
気
ご
使
用
開
始
に
は
通
電
（
遠
隔

操
作
）
が
必
要
と
な
り
ま
す

　

２
０
２
６
年
５
月
か
ら
、
引
越
し
な

ど
に
よ
る
電
気
の
使
用
は
、
ほ
く
で
ん

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
電
気
メ
ー
タ
ー

の
通
電
（
遠
隔
操
作
）
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
希
望
日
か
ら
電
気
を
使
用
す
る

た
め
に
は
、
ま
ず
、
契
約
を
希
望
す
る

電
力
会
社
へ
使
用
開
始
の
手
続
き
を
済

ま
せ
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
ほ
く

で
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
電
力
会
社
か

ら
の
申
込
み
を
受
け
て
使
用
開
始
日
ま

で
に
通
電（
遠
隔
操
作
）
を
行
い
ま
す
。

電
気
の
使
用
が
決
ま
っ
た
ら
電
力
会
社

へ
早
め
の
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く
！

　

な
お
、
電
力
会
社
（
小
売
電
気
事
業

者
）
は
、
電
気
を
一
般
の
ご
家
庭
や
企

業
に
販
売
す
る
会
社
の
こ
と
で
、
一
覧

は
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の
ホ
ー
ム

　

地
域
の
皆
さ
ん
が
楽
し
い
時
間
を
過

ご
せ
る
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ

活
動
を
月
に
一
度
の
ペ
ー
ス
で
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。

　

カ
フ
ェ
で
の
売
り
上
げ
金
を
活
動
資

金
と
し
て
運
営
し
て
い
る
た
め
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
と
な
り
ま
す
。

　

ス
タ
ッ
フ
対
象
は
高
校
生
か
ら
で
、

職
業
や
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。
見
学
か

ら
で
も
大
歓
迎
で
す
♪　

ま
た
、
保
護

者
付
き
添
い
の
も
と
、
小
中
学
生
で
も

「
こ
ど
も
ス
タ
ッ
フ
」
と
し
て
ご
参
加

▲国税の納付手続き
についてはこちら

ま
す
。
お
っ
て
、
利
用
開
始
ま
で
は
申

込
か
ら
約
１
ヵ
月
程
度
時
間
を
要
し
ま

す
。

《
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
納
付
》e-Tax

を
経

由
し
て
「
国
税
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済

専
用
サ
イ
ト
」
に
ア
ク
セ
ス
し
、
利
用

可
能
な
Ｐ
ａ
ｙ
払
い
を
選
択
の
上
、
納

付
が
で
き
ま
す
。

■
国
税
の
納
付
は
期
限
内
に

　

令
和
７
年
分
の
申
告
所
得
税
及
び
復

興
特
別
所
得
税
並
び
に
贈
与
税
の
納
期

限
は
３
月
16
日
（
月
）、
消
費
税
及
び

地
方
消
費
税
（
個
人
事
業
者
）
の
納
期

限
は
３
月
31
日
（
火
）
で
す
の
で
、
期

限
内
納
付
の
た
め
の
納
税
資
金
の
ご
準

備
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
振
替
利
用
者
の
方
の
、
令
和

７
年
分
の
申
告
所
得
税
及
び
復
興
特
別

所
得
税
の
振
替
日
は
４
月
23
日
（
木
）、

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
振
替
日
は

４
月
30
日
（
木
）
で
す
。

　

振
替
日
の
前
日
ま
で
に
預
貯
金
残
高

を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
納
税
資
金
の
ご

準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
申
告
書
提
出
後
に
、
税
務
署

か
ら
納
付
の
お
知
ら
せ
や
納
付
書
の
送

付
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
を
利
用
す
れ

ペ
ー
ジ
等
で
確
認
で
き
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

ほ
く
で
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱
天
塩
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０
（
０
６
０
）
１
３
９
（
ガ

イ
ダ
ン
ス
５
）

4 月号へ掲載を

希望する方は、

3 月 11日（水）
までにお知らせください。

企画商工課広報情報係

掲載を希望される方へ

い
た
だ
け
ま
す
。
学
校
や
ご
家
庭
と
は

違
う
こ
ど
も
の
一
面
を
、
職
業
体
験
を

通
じ
て
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

今
ま
で
の
活
動
は
、Facebook

や

Instagram

を
覗
い
て
み
て
く
だ
さ

い
ね
。

●Facebook

：Café Te to Te+

●Instagram

：te_to_te_cafe

　

場
所
は
サ
ニ
ー
ス
ペ
ー
ス
（
海
岸

通
：
旧
廣
海
ス
ー
パ
ー
跡
地
）
で
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

髙
橋
貴
子

☎
０
９
０
（
６
４
４
４
）
７
０
８
２

ば
、
金
融
機
関
や
税
務
署
に
出
向
く
こ

と
な
く
、
自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
で
納
付
が

で
き
ま
す
の
で
是
非
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

稚
内
税
務
署

☎
０
１
６
２
（
３
３
）
１
１
５
５

※
自
動
音
声
に
て
ご
案
内
し
ま
す
の
で

「
２
」
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

▲現在活躍中のこどもスタッフ（右）
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令和8年度 天塩町はまなす学園大学
入学生募集のご案内

　現代社会を充実した社会生活にするた
めに、健康・スポーツ・社会問題など色々
な知識や生活技術を身につけ、現代社会
における生きがいを発見し、高めていく
ことを趣旨としています。
　年間 15 日間程度、主に社会福祉会館
で開設されます。

　入学の条件は、町内に居住する 60 歳
以上の方で、心身ともに健康で団体生活
や活動に支障がない方です。
　市街地以外にお住まいの方は最寄りの
バス停より送迎します。

●修学旅行（令和 8 年度は２泊３日で美瑛・
富良野方面を予定しています）
●郊外学習
●軽スポーツ（ゲートボール、フロアカーリ
ング等）
●趣味の拡充（ものづくり、絵手紙、講話等）
●このほか、ボランティア活動・視聴覚教室・
自治会活動等を行っています。

　年会費は 3,000 円（保険料含む）です。
　ただし、修学旅行などで別途徴収する
場合があります。

４月 10 日（金）までに、教育委員会へお申し込みください。

教育委員会 生涯学習係　☎ 2-1026

４月 10 日（金）までに、教育委員会へお申し込みください。

たくさんの入学生を

お待ちしています！
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　皆様こんにちは。天塩町地域おこし協力隊の前川です。
　２月３日の節分の日、認定こども園「おひさま」では園児たちが豆まきを
したと聞きました。そこで「北海道では、どんな豆をまくのか︖」と気にな
り調べてみました。
　節分でまかれる豆は主に大豆と落花生の２種類です。近年は衛生面やアレ
ルギーへの配慮から、個包装の豆やお菓子を使う例も増えているようです。
地域差を見ると、北海道・東北・新潟・長野などの雪国では落花生が主流で

落花生︖大豆︖　節分の豆事情

す。九州でも落花生の産地である宮崎・鹿児島では落花
生がまかれます。それ以外の地域では大豆が一般的です。
　もともとは大豆をまくのが主流でしたが、雪国で落花
生が広まった理由には
・雪に埋もれても見つけやすい
・地面に落ちても殻があるので中身は食べられる
・栄養価が高い
といった点が挙げられます。北海道では昭和 30 年代ご
ろに普及したと言われています。
　節分の起源は平安時代の宮中行事「追儺（ついな）」で、
悪霊を祓う儀式が民間に広がる中で豆まきの形が定着し

ご
入
学
＆
ご
卒
業

ご
入
学
＆
ご
卒
業

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご
入
学

ご
入
学

ご
卒
業

ご
卒
業

★
天
塩
小
学
校

★
天
塩
小
学
校

《《
南

町

南

町
》
石
山

　
和
魅

》
石
山

　
和
魅

《《
更

岸

南

更

岸

南
》
奥
山

　
花
蓮

》
奥
山

　
花
蓮

《《
富
士
見
団
地

富
士
見
団
地
》
木
谷

　
　
椿

》
木
谷

　
　
椿

《《
山
手
通
２

山
手
通
２
》
桑
田
埜
乃
子

》
桑
田
埜
乃
子

《《
山
手
通
４

山
手
通
４
》
小
山

　
偉
士

》
小
山

　
偉
士

《《
新
栄
通
２

新
栄
通
２
》
佐
久
間
海
來

》
佐
久
間
海
來

《《
更
岸
中
央

更
岸
中
央
》
中
島

　
広
雅

》
中
島

　
広
雅

《《
辰

子

丑

辰

子

丑
》
南
條

　
碧
友

》
南
條

　
碧
友

※
同
意
い
た
だ
い
た
方
の
み

※
同
意
い
た
だ
い
た
方
の
み

掲
載
し
て
い
ま
す
。

掲
載
し
て
い
ま
す
。

★
天
塩
中
学
校

★
天
塩
中
学
校

《《
南
開
団
地

南
開
団
地
》
加
藤

　
桃
香

》
加
藤

　
桃
香

《
山
手
裏
通
４
》
黒
川

　
真
優

《
山
手
裏
通
４
》
黒
川

　
真
優

《
山
手
裏
通
４
》

《
山
手
裏
通
４
》
小
林

　
環
子

小
林

　
環
子

《
富
士
見
団
地
》
佐
藤

　
柚
希

《
富
士
見
団
地
》
佐
藤

　
柚
希

《《
山
手
通
４

山
手
通
４
》
菅
井

　
海
志

》
菅
井

　
海
志

《《
新
栄
通
２

新
栄
通
２
》
菅
井

　
華
音

》
菅
井

　
華
音

《
山
手
裏
通
８
》
瀧
川

　
和
獅

《
山
手
裏
通
８
》
瀧
川

　
和
獅

《
山
手
裏
通
７
》
武
田

　
　
穂

《
山
手
裏
通
７
》
武
田

　
　
穂

《《
南
開
団
地

南
開
団
地
》
田
中

　
惟
菜

》
田
中

　
惟
菜

《《
苗

畑

苗

畑
》
谷
村
　
心
菜

》
谷
村
　
心
菜

《《
海
岸
通

海
岸
通
1111
》
長
尾
　
歩
純

》
長
尾
　
歩
純

《《
更
岸
中
央

更
岸
中
央
》
長
谷
川
　
巧

》
長
谷
川
　
巧

《《
更
岸
中
央

更
岸
中
央
》
長
谷
川
美
沙

》
長
谷
川
美
沙

《《
新
栄
通

新
栄
通
1010
》
松
本
　
芽
生

》
松
本
　
芽
生

ました。地域ごとに掛け声や豆の種類が異なるのも、長い歴史の中で育まれた文化です。
　旭川周辺では「旭豆」という豆菓子をまく家庭もあります。また、落花生文化が根づいた地域でも、神社や
寺院の節分祭では伝統を重んじ大豆が使われています。
　認定こども園「おひさま」の豆まきでは、紙製の豆を使って鬼退治を楽しんだとのこと。時代に合わせて形
を変えながらも、節分を楽しむ気持ちは変わらず受け継がれていると感じます。
　ちなみに、私の出身地・岩手県釜石市では落花生をまいていました。同じ日本でも節分の風
景が少しずつ違うのは興味深いものです。
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日 月 火 水 木 金 土

休み 生ごみ
ペットのふん 一般ごみ

資源ごみ
紙おむつ等
衣類等

生ごみ
ペットのふん 農村地区 休み

3月 1 2 3 4 5 6 7
○天塩高校卒業式 ☆はつらつクラブ

［ふれあいセンター］
13 時 30 分～ 15 時

●母子寡婦会バス停
サロン

［6 丁目バスターミナル］
11時～15 時

●運転免許更新時講習
［ 社 会 福 祉 会 館 ］
・初回　10 時
・優良　13 時
・一般　13 時 45 分
・違反　15 時

○託児の日
☆はまなす学園大学
卒業式・修了式

［ 社 会 福 祉 会 館 ］

8 9 10《町内回覧日》 11 12 13 14
+ 糖尿病内科外来 ○あいあいクラブ

プチ相談日
☆いきいきサロン
［老人福祉センター］

10 時～ 12 時

+ 眼科外来 ○天塩中卒業式
☆いきいきサロン
［雄信内老人憩いの家］

10 時～ 12 時

●天塩高校大同窓会
［ 天 塩 高 校 ］

15 16 17 18 19 《春分の日》 20 21
☆はつらつクラブ

［ふれあいセンター］
13 時 30 分～ 15 時

○天塩小卒業式

22 23 24《町内回覧日》 25 26 27 28
+ 眼科外来 ○小 ・ 中学校春休み

☆いきいきサロン
［老人福祉センター］

10 時～ 12 時

+ 産婦人科外来 + 小児科外来
○乳児健診
12 時 40 分～ 13 時

○こども園卒園式

29 30 31 4月 1 2 3 4

令和 8 年 令和 8 年   　  　月月33
・日程は変更となる場合があります。
・ごみは当日の朝８時までに出してください。
・3 月の回覧日は 11 日と 25 日です。
・あいあいクラブ ･･･ こども園▶火～木、雄信内▶月



こんにちは保健師です

9
◆お問い合せ先◆　福祉課ふれあい係　☎（2）1728

『うつ病』ってどんな病気？
～3月は「自殺対策強化月間」です～

　
「
や
る
気
が
出
な
い
」「
気
分
が
沈
む
」

︙
︙
こ
う
し
た
状
態
を
「
自
分
の
性
格
の
せ

い
」
や
「
気
合
が
足
り
な
い
か
ら
」
と
思
い

込
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

　

日
常
的
に
憂
う
つ
な
気
持
ち
に
な
る
こ
と

は
よ
く
あ
る
こ
と
で
す
が
、
時
間
の
経
過
と

と
も
に
回
復
し
元
気
に
な
る
の
が
通
常
で

す
。
し
か
し
、
脳
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
欠
乏
し

た
状
態
で
は
、
い
つ
ま
で
も
改
善
せ
ず
、
逆

に
悪
化
し
て
生
活
へ
の
支
障
が
大
き
く
な
る

こ
と
場
合
が
あ
り
、こ
の
よ
う
な
状
態
を﹃
う

つ
病
﹄
と
診
断
さ
れ
ま
す
。
う
つ
病
は
、
強

い
ス
ト
レ
ス
や
過
労
な
ど
が
重
な
り
、
脳
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
枯
渇
し
て
し
ま
っ
た
状
態
で

す
。
誰
で
も
か
か
る
可
能
性
が
あ
る
病
気
で

あ
り
、
決
し
て
特
別
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

■
う
つ
病
の
症
状

　

う
つ
病
で
は
心
に
起
こ
る
症
状
が
注
目
さ

れ
が
ち
で
す
が
、
そ
れ
よ
り
も
早
く
身
体
の

不
調
と
し
て
症
状
が
現
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
最
初
は
ほ
ん
の
小
さ
な
サ
イ
ン
か
ら
始

ま
り
、
徐
々
に
悪
化
し
て
い
く
た
め
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

■
う
つ
病
の
対
処
方
法

①
十
分
な
休
養
⇓
と
に
か
く
頭
を
休
ま
せ
る

・
仕
事
や
家
事
か
ら
物
理
的
に
離
れ
て
「
何

も
し
な
い
」
時
間
を
つ
く
る
。

・
睡
眠
時
間
を
確
保
す
る
。
横
に
な
る
、
目

を
閉
じ
る
だ
け
で
も
良
い
が
、
考
え
ご
と
は

Ｎ
Ｇ
。

②
環
境
の
調
整
⇓
ス
ト
レ
ス
の
原
因
か
ら
離

れ
る

・
職
場
環
境
︙
残
業
時
間
を
調
整
す
る
、
仕

事
量
を
減
ら
す
、
部
署
の
異
動
、
休
職
な
ど
。

・
家
庭
環
境
︙
家
事
・
育
児
分
担
の
見
直
し
、

外
部
サ
ー
ビ
ス
（
家
事
・
育
児
・
介
護
）
の

利
用
な
ど
。

・
生
活
環
境
︙
睡
眠
リ
ズ
ム
を
整
え
る
、
ス

マ
ホ
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
）
か
ら
離
れ
る
な
ど
。

③
専
門
医
の
受
診
・
相
談

・
う
つ
病
は
放
置
す
る
と
深
刻
化
・
慢
性
化

し
や
す
い
た
め
、
早
め
の
受
診
が
必
要
。

・
受
診
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
は
、

下
記
の
相
談
窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

□　今まで楽しめていたことを楽しめない・
興味がわかない

□　気分の落ち込み・悲観的な考えが続く
□　食欲の変化・体重の増減
□　睡眠障害
　　（寝つけない・途中で起きてしまう・不眠・過眠）
□　倦怠感・疲れがとれない
□　集中力が低下する・ミスが増える
□　話し方や行動がいつもより遅くなる・

言葉がなかなか出てこない
□　イライラする・落ち着きがなくなる
□　泣くことが増える・涙が止まらない
□　原因がわからない不調や痛みがある（不定愁訴）
□　自分には価値がないと感じる・自分を責めてしまう
□　いなくなりたい・消えてしまいたいと思う

（自殺願望）
これらの症状が2週間以上続いている場合は医療機関の受診が必要！

◆こころの健康に関する相談窓口◆
生
き
づ
ら
び
っ
と

ＳＮＳ
相談

こ
こ
ろ
の

ほ
っ
と
チ
ャ
ッ
ト

《死にたい気持ちについて》
○北海道いのちの電話
　☎ 011（231）4343
○旭川いのちの電話
　☎ 0166（23）4343

《こころの健康について》
○留萌保健所
　☎ 0164（42）8327
○福祉課ふれあい係
　☎ 01632（2）1728
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厳しさを増す地域医療を取り巻く環境

　

病
院
７
割
が
赤
字
、
病
院
大
倒
産
時
代
、

医
療
崩
壊
な
ど
の
報
道
が
世
間
を
賑
わ
す
ご

時
世
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
特
集
番

組
を
ご
覧
に
な
ら
れ
る
と
、
概
ね
医
療
制
度

の
構
造
的
問
題
を
ご
認
識
済
み
と
思
い
ま
す

が
、
医
療
現
場
は
今
、
大
き
な
変
革
の
時
代

に
入
っ
て
き
て
お
り
ま
す
の
で
、
改
め
て
整

理
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
国
家
予
算
の
約
４
割
に
達
す
る
48
兆

円
も
の
国
民
医
療
費
で
す
。
２
０
４
０
年
度

に
は
78
兆
円
に
達
す
る
と
の
試
算
が
あ
り
、

少
子
化
が
進
む
日
本
に
お
い
て
は
、
こ
の
ま

ま
だ
と
現
役
世
代
の
負
担
が
一
層
増
し
て
い

き
、
国
家
の
未
来
像
が
描
け
な
い
と
い
う
点

が
あ
り
ま
す
。
国
民
皆
保
険
を
謳
う
医
療
保

険
制
度
自
体
も
破
綻
し
か
ね
な
い
、
だ
か
ら

何
と
か
手
を
打
た
ね
ば
と
国
は
策
を
練
っ
て

い
る
訳
で
す
。

　

ま
ず
は
自
己
負
担
額
を
少
し
ず
つ
上
げ
て

い
く
。
現
在
、
議
論
さ
れ
て
い
る
の
が
Ｏ
Ｔ

Ｃ
類
似
薬
と
呼
ば
れ
る
、ま
ち
な
か
の
薬
局
・

薬
店
で
も
市
販
さ
れ
て
い
る
薬
剤
を
保
険
か

ら
徐
々
に
外
す
、
後
期
高
齢
者
も
収
入
に
応

じ
て
負
担
を
願
う
と
い
う
も
の
で
す
。
そ
の

影
響
で
受
診
控
え
が
起
き
よ
う
と
も
、
一
国

の
将
来
と
は
問
題
の
甚
大
さ
が
比
較
に
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。

　

加
え
て
、
２
０
２
１
年
か
ら
の
物
価
上

昇
、
人
件
費
高
騰
の
社
会
情
勢
で
す
。
こ
の

間
、
消
費
者
物
価
指
数
は
約
２
割
跳
ね
上
が

り
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
価
格
上
昇
を
皆
さ
ん

も
肌
身
で
感
じ
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

全
国
自
治
体
病
院
協
議
会
な
ど
関
連
団
体
は

２
０
２
６
年
度
診
療
報
酬
改
定
で
10
％
超
の

増
額
を
要
望
し
ま
し
た
が
、
結
果
は
わ
ず
か

約
３
％
。
こ
れ
も
前
述
の
若
い
世
代
に
負
担

を
こ
れ
以
上
負
わ
せ
ら
れ
な
い
背
景
か
ら
致

し
方
な
い
と
は
言
え
、
体
力
の
な
い
医
療
機

関
は
大
幅
赤
字
が
出
よ
う
が
な
い
袖
は
振
れ

な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
関
連
す
る
の
が
年
金
制
度
で
す
。
世

に
言
う
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
の
仕
組
み

は
、
誤
解
を
生
み
や
す
い
用
語
で
す
が
、
物

価
上
昇
や
賃
金
上
昇
に
合
わ
せ
て
年
金
額
を

増
額
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
上
昇
分
よ
り
も

増
額
幅
を
抑
え
る
仕
組
み
の
こ
と
で
す
。
こ

れ
も
同
じ
く
将
来
世
代
に
負
担
を
負
わ
せ
な

い
た
め
で
す
が
、
我
慢
で
き
る
症
状
な
ら
病

院
受
診
を
控
え
る
年
金
生
活
者
が
増
え
る
の

は
必
至
で
す
。

　

一
方
グ
ラ
フ
に
示
し
ま
す
よ
う
に
、
当
院

は
こ
の
10
年
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
で
一
時
的

に
外
来
患
者
数
に
大
き
な
変
動
が
あ
っ
た
時

期
を
除
け
ば
、
２
割
の
人
口
減
に
も
関
わ
ら

ず
コ
ロ
ナ
禍
前
と
同
水
準
を
保
っ
て
い
ま

す
。
平
成
30
年
か
ら
の
減
少
①
は
医
師
一
名

体
制
と
な
り
、
内
科
と
整
形
外
科
の
２
科
受

診
の
カ
ウ
ン
ト
が
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
が

要
因
で
す
。
令
和
６
年
か
ら
２
名
体
制
に
戻

り
ま
し
た
が
②
、
２
度
の
診
察
待
ち
を
回
避

す
る
た
め
、
厳
密
な
２
科
受
診
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
。

　

た
だ
、
隣
接
町
も
含
め
た
人
口
減
と
相

ま
っ
て
当
院
の
外
来
患
者
数
の
減
少
は
、
今

後
は
不
可
避
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
す
で
に
ス

タ
ッ
フ
不
足
に
伴
う
病
院
機
能
縮
小
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
お
り
、頭
を
抱
え
る
状
況
で
す
。

収
益
面
で
は
、
他
院
に
は
な
い
専
門
性
の
高

い
診
療
の
提
供
と
、
総
合
診
療
で
は
予
防
医

療
の
徹
底
が
柱
で
す
。
こ
れ
は
収
益
改
善
に

尽
力
さ
れ
た
前
院
長
の
方
針
を
こ
の
10
年
踏

襲
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
軸
を
基
本
と

し
て
、
引
き
続
き
経
営
の
改
善
に
努
め
て
い

く
所
存
で
す
。

　

当
地
に
赴
任
し
て
10
年
。
昨
今
の
医
療
事

情
に
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
厳
し
い
も
の
が
あ

り
、
節
目
の
所
感
は
さ
て
お
き
ま
し
て
、
経

営
環
境
に
関
し
て
情
報
提
供
と
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

（
文
責　

院
長　

橋
本
伸
之
）
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１
月
23
日
、「
天
塩
郵
便
局
開
局
１
５
０

周
年
記
念
事
業
セ
レ
モ
ニ
ー
」
が
挙
行
さ

れ
、
１
日
郵
便
局
長
に
委
嘱
さ
れ
た
「
て

し
お
仮
面
」
に
よ
る
記
念
品
の
配
布
や
撮

影
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

天
塩
郵
便
局
は
明
治
９
（
１
８
７
６
）

年
１
月
１
日
に
三
等
集
配
郵
便
局
と
し
て

開
局
。「
天
塩
村
」
の
村
名
が
創
設
さ
れ

た
の
が
そ
の
２
年
後
の
明
治
11
年
な
の

で
、
天
塩
町
よ
り
も
歴
史
が
長
い
郵
便
局

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
佐
藤
遵
局
長

は
「
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
み
な
さ
ま
に
親

し
ま
れ
、
愛
さ
れ
、
頼
り
に
さ
れ
る
、
そ

ん
な
郵
便
局
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

２
月
１
日
、
サ
ニ
ー
ス
ペ
ー
ス
（
海
岸

通
４
）
で
毎
月
恒
例
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ

フ
ェ
「Te to Te+

（
テ
ト
テ
プ
ラ
ス
）」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
「
エ
コ
ク

ラ
フ
ト
」
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ

れ
、
参
加
者
は
紙
製
の
バ
ン
ド
か
ら
小
さ

な
カ
ゴ
を
編
み
あ
げ
て
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー

の
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
作
り
ま
し
た
。
こ

の
ほ
か
天
塩
陶
芸
サ
ー
ク
ル
や
「
す
ず
パ

ンCafé

（
豊
富
町
）」
が
出
店
、
午
後
か

ら
は
鷹
栖
町
在
住
の
「
じ
ュ
ん
き
」
さ
ん

に
よ
る
音
楽
ラ
イ
ブ
が
行
わ
れ
、
カ
フ
ェ

内
は
優
し
い
歌
声
と
ギ
タ
ー
の
音
色
に
包

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

堀
松
建
設
工
業
株
式
会
社
（
留
萌
市
・

堀
松
和
彦
代
表
取
締
役
社
長
）
は
、
町
認

定
こ
ど
も
園
「
お
ひ
さ
ま
」
に
楽
器
を
寄

贈
し
ま
し
た
。
１
月
23
日
、
同
社
の
加
藤

孝
史
執
行
役
員･

総
務
部
長
が
来
庁
し
、

鎌
田
副
町
長
よ
り
、
地
域
貢
献
感
謝
状
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。
同
日
、
同
社
社
員
３

名
が
こ
ど
も
園
を
訪
れ
、
楽
器
の
受
け
渡

し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
寄
贈
さ
れ
た
楽
器

は
マ
ー
チ
ン
グ
・
ド
ラ
ム
２
台
、
卓
上
木

琴
２
台
、
シ
ン
バ
ル
２
台
で
す
。
寄
贈
を

受
け
た
高
橋
拓
希
園
長
は
、
楽
器
を
い
た

だ
き
、
た
い
へ
ん
有
り
難
い
。
お
遊
戯
会

で
の
発
表
演
奏
な
ど
に
使
わ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

２
月
２
日
、
天
塩
中
学
校
生
徒
に
よ
る

毎
年
恒
例
の
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
生
徒
玄
関
前
で
生
徒
会

長
の
赤
塚
大
芽
さ
ん
が
「
怪
我
や
事
故
に

気
を
付
け
て
、
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
の
手

助
け
と
な
る
よ
う
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
と

呼
び
掛
け
た
あ
と
、
生
徒
と
教
員
ら
約
50

名
が
７
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
新
川
団
地
な

ど
の
高
齢
者
宅
を
訪
問
。
ス
コ
ッ
プ
や
ス

ノ
ー
ダ
ン
プ
を
用
い
、
約
１
時
間
を
か
け

て
除
雪
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
日
は

青
空
が
広
が
っ
て
気
温
も
上
が
り
、
上
着

を
脱
い
で
Ｔ
シ
ャ
ツ
姿
で
作
業
に
励
む
生

徒
の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

天塩郵便局開局 150 周年

音楽ライブも　テトテプラス

地域貢献・こども園に楽器寄贈

中学生が除雪ボランティア

1月15日～2月11日

▲佐藤局長と記念撮影をするてしお仮面

▲作品を見せてくれたワークショップの参加者（左）とじュんきさん（右）

▲感謝状を贈呈された堀松建設工業㈱加藤総務部長（右）

▲家の裏側の雪山を崩し運び出していく生徒ら
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会
社
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●
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編
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町

企
画
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報
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報
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（
〒

098-3398　
天

塩
町
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栄
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８

丁
目

　
☎

01632-2-1001）

※
掲
載
に
ご
同
意
い
た
だ
い
た
方
の
み
掲
載
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

該
当
な
し

（
山
手
裏
３
）

園

田

一

治　
さ
ん
（
77
歳
）

（
南
川
口
）

安

川
　

博　
さ
ん
（
92
歳
）

（
新
地
通
９
）

澤

田
　

榮　
さ
ん
（
97
歳
）

（
下
段
に
続
き
ま
す
）

該
当
な
し

--- 人　口 ----------------
２，５４１ 人  （－ ２）

（令和８年 1 月 31 日現在）

㊚１，３０７ 人 （－ ３）
㊛１，２３４ 人 （＋ １）

--- 世帯数 ----------------
１，４２１世帯（± ０）

3/31
・国民健康保険税（10期）
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♪
い
つ
も
「
広
報
て
し
お
」
を
ご
愛
読
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
広
報
担
当

の
菅
野
で
す
。

♪
み
な
さ
ん
は
今
シ
ー
ズ
ン
、
町
民
ス
キ
ー

場
へ
行
き
ま
し
た
か
？　

私
は
今
年
シ
ー
ズ

ン
券
を
購
入
し
主
に
ナ
イ
タ
ー
で
滑
走
を
楽

し
ん
で
い
る
ほ
か
、
２
月
11
日
の
ス
キ
ー
大

会
に
も
参
加
し
ま
し
た
。
結
果
は
堂
々
の

ワ
ー
ス
ト
１
位
！
で
し
た
が
、
ス
タ
ー
ト
地

点
に
近
い
斜
面
か
ら
選
手
の
姿
を
た
く
さ
ん

撮
影
で
き
ま
し
た
の
で
個
人
的
に
は
大
満
足

で
す
。
羽
幌
か
ら
の
選
手
の
参
戦
も
、
少
年

団
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
良
い
刺
激
に
な
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

♪
少
子
化
や
娯
楽
の
多
様
化
な
ど
の
影
響
を

受
け
、
国
内
の
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
人

口
は
減
少
の
一
途
を
辿
っ
て
い
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
ミ
ラ
ノ
・
コ
ル
テ
ィ
ナ
冬
季

五
輪
で
は
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
・
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■３月は滞納整理強化月間です
　留萌振興局では、強化月間中、給与・預金調査、そ
の他財産の差押を強化します。道税に未納がある方
は、早急に納付をお願いします。納付について相談が
ある方は、留萌振興局税務課納税係☎０１６４（４２）
８４１８までご連絡ください。

■自動車の住所変更をお忘れなく︕
　自動車税種別割は、４月１日現在の登録に基づいて
課税される税金です。「住所が変わったとき（変更）」「自
動車を売買したとき（移転）」「自動車を使用しなくなっ
たとき（抹消）」は、運輸支局で登録手続きをして下さい。
令和８年度の自動車税種別割納税通知書を確実にお届
けするために、３月中に手続きをお願いします。
☆変更登録が間に合わないときは……
　道税ホームページの「自動車税種別割住所変更手続」
から納税通知書の送付先の変更をしてください。自動
車税種別割に関するお問い合わせは、札幌道税事務所
自動車税部☎０１１（７４６）１１９０へお願いします。

■軽自動車のお手続きも 3 月中にお済ませください
　軽自動車税種別割（町税）は、４月１日現在に車体
を所有している方に課税されます。原動機付自転車
や小型特殊自動車などの車体を廃棄する時は、印鑑
とナンバープレートをご持参の上、住民課税務係☎
０１６３２（９）７７５０で廃車手続きをしてください。


